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毎
年
七
月
は
、
「
青
少
年
の
非
行
・

被
害
防
止
全
国
強
調
月
間
」
で
す
。

　

令
和
三
年
中
に
お
け
る
非
行
少
年
の

検
挙
・
補
導
人
員
は
二
〇
四
人
（
前
年

比
六
四
人
減
）
と
統
計
史
上
最
少
を
更

新
し
、
一
〇
年
前
の
検
挙
・
補
導
人
員

と
比
較
し
て
約
八
割
減
少
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
窃
盗
犯
等
の
刑
法

犯
で
検
挙
さ
れ
た
少
年
の
再
非
行
率
は

三
〇
％
台
と
高
水
準
で
推
移
し
て
お

り
、
少
年
を
取
り
巻
く
非
行
情
勢
は
依

然
と
し
て
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
少
年
の
被
害
状
況
に
つ
い
て

も
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
を
通
じ
た
被
害
が
後
を

絶
た
ず
、
加
え
て
繁
華
街
を
有
す
る
大

都
市
で
は
、
女
子
高
生
等
に
よ
る
マ
ッ

サ
ー
ジ
、
会
話
や
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ま
せ

る
な
ど
の
接
客
サ
ー
ビ
ス
を
売
り
物
と

す
る
、
い
わ
ゆ
る
「
Ｊ
Ｋ
ビ
ジ
ネ
ス
」

等
を
は
じ
め
と
し
た
若
年
層
の
性
犯

罪
・
性
暴
力
被
害
が
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
家
庭
、
学
校
、
地
域
及

び
警
察
が
一
丸
と
な
り
、
青
少
年
の
非

行
防
止
・
被
害
防
止
に
取
り
組
む
必
要

が
あ
り
ま
す
。
警
察
で
は
、
「
非
行
少

年
を
生
ま
な
い
社
会
づ
く
り
」
を
目
指

し
、
県
民
の
皆
様
方
と
連
携
し
て
、
次

の
取
り
組
み
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
の

で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
広
報
啓
発
活
動
の
推
進

　

県
民
の
皆
様
方
が
、
青
少
年
の
非

行
・
被
害
防
止
、
健
全
育
成
及
び
有
害

環
境
の
浄
化
等
に
取
り
組
ん
で
い
け
る

よ
う
、
広
報
啓
発
を
推
進
し
ま
す
。

②
有
害
環
境
浄
化
活
動
の
推
進

　

事
業
者
等
に
対
し
て
、
未
成
年
者
へ

の
酒
類
・
た
ば
こ
販
売
等
の
防
止
、
青

少
年
の
深
夜
立
入
制
限
の
要
請
等
、
青

少
年
を
取
り
巻
く
有
害
環
境
浄
化
活
動

を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、
青
少
年
を
有

害
情
報
か
ら
守
る
た
め
、
児
童
が
使
用

す
る
携
帯
電
話
・
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等

の
フ
ィ
ル
タ
リ
ン
グ
導
入
や
家
庭
で
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
の
マ
ナ
ー
向
上

を
目
指
し
ま
す
。 

③
地
域
ぐ
る
み
の
補
導
活
動

　

少
年
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
や
少
年
指

導
委
員
、
学
校
等
関
係
機
関
、
地
域
住

民
と
連
携
し
、
未
成
年
者
の
飲
酒
や
喫

煙
、
深
夜
は
い
か
い
な
ど
の
不
良
行
為

の
早
期
発
見
、
補
導
活
動
に
努
め
ま

す
。

④
各
種
相
談
の
充
実
強
化

　

少
年
や
保
護
者
か
ら
の
相
談
に
対
応

し
、
適
切
な
対
策
が
講
じ
ら
れ
る
よ

う
、
学
校
へ
の
出
張
相
談
室
「
あ
し
た

ル
ー
ム
」
の
開
設
や
、
電
話
相
談
コ
ー

ナ
ー
「
ヤ
ン
グ
テ
レ
ホ
ン
」
に
よ
り
、

少
年
の
保
護
者
が
相
談
し
や
す
い
環
境

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

「
青
少
年
の
非
行
・
被
害
防
止
全
国
強
調
月
間
」
七
月
一
日（
金
）〜
七
月
三
一
日（
日
）
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水
難
事
故
・
山
岳
事
故
防
止
に
対
す
る
心
構
え

水
難
事
故
・
山
岳
事
故
防
止
に
対
す
る
心
構
え

●
水
難
事
故
の
防
止

水
難
救
助
訓
練
の
実
施
状
況

　
令
和
三
年
中
、
栃
木
県
内
で
は
、
四

件
五
名
の
水
難
事
故
が
発
生
し
ま
し

た
。
い
ず
れ
も
七
月
か
ら
八
月
の
夏
の

期
間
に
発
生
し
、
う
ち
三
名
が
亡
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　
夏
の
暑
い
時
期
は
、
海
や
川
で
魚
釣

り
や
水
遊
び
を
す
る
な
ど
水
に
親
し
む

機
会
が
増
え
る
た
め
、
特
に
注
意
が
必

要
で
す
。

●
山
岳
遭
難
の
防
止

山
岳
遭
難
救
助
訓
練
の
実
施
状
況

　
令
和
三
年
中
、
県
内
で
は
五
一
件
六

一
名
の
山
岳
遭
難
が
発
生
し
、
八
名
が

亡
く
な
り
、
二
九
名
が
負
傷
し
て
い
ま

す
。

　
七
月
か
ら
八
月
の
夏
山
シ
ー
ズ
ン
に

は
、
一
〇
件
の
山
岳
遭
難
が
発
生
し
ま

し
た
。
主
に
、
登
山
、
山
菜
採
り
、
渓

流
釣
り
中
の
遭
難
で
、
原
因
は
、
滑

落
、
転
倒
、
道
迷
い
、
熱
射
病
な
ど
に

よ
る
も
の
で
す
。

　
水
難
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
次
の
こ
と

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

・
　
事
前
に
現
地
の
天
候
や
川
の
水
量

な
ど
を
確
認
し
、
そ
の
場
に
適
し
た

服
装
や
装
備
を
揃
え
体
調
を
整
え
ま

し
ょ
う
。

・
　
魚
釣
り
や
水
遊
び
を
す
る
際
は
、
ラ

イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ

う
。

・
　
飲
酒
し
た
状
態
で
海
や
川
に
入
る

の
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

・
　
子
ど
も
の
水
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
、

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
や
ヘ
ル
メ
ッ
ト

を
着
用
さ
せ
、
必
ず
保
護
者
が
同
伴

し
、
絶
対
に
目
を
離
さ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

・
　「
遊
泳
禁
止
」
の
看
板
が
設
置
さ
れ

た
場
所
で
は
、
絶
対
に
水
遊
び
や
水

泳
を
し
な
い
、
さ
せ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

・
　
川
の
上
流
で
ゲ
リ
ラ
豪
雨
等
の
大

雨
が
降
る
と
、
雨
の
降
っ
て
い
な
い

下
流
で
も
急
に
増
水
す
る
こ
と
が
あ

る
の
で
、
上
流
に
黒
い
雲
が
見
え
た

と
き
な
ど
は
気
象
情
報
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

　
山
の
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
次
の
こ
と

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

・
　
登
山
す
る
山
の
特
徴
や
登
山
ル
ー

ト
を
事
前
に
よ
く
調
べ
、
各
自
の
経

験
・
技
術
・
体
力
に
応
じ
た
山
を
選

び
、
無
理
の
な
い
日
程
を
組
み
ま

し
ょ
う
。

　（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に

よ
る
入
山
規
制
や
山
小
屋
の
利
用
制

限
な
ど
の
情
報
に
も
注
意
が
必
要
で

す
。）

・
　
登
山
計
画
書
（
日
程
や
ル
ー
ト
、
緊

急
時
の
連
絡
先
な
ど
を
記
載
し
た
も

の
）
を
警
察
や
山
岳
会
な
ど
に
提
出

す
る
と
と
も
に
、
家
族
に
も
登
山
の

予
定
日
時
や
コ
ー
ス
を
知
ら
せ
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

・
　
日
帰
り
登
山
で
も
携
帯
電
話
や
無

線
機
な
ど
の
通
信
手
段
を
は
じ
め
、

食
料
、
雨
具
、
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
な
ど
の

装
備
は
必
ず
携
行
し
、
日
暮
れ
前
に

は
下
山
し
ま
し
ょ
う
。

・
　
悪
天
候
時
や
体
調
不
良
時
に
は
、
無

理
を
せ
ず
、
登
山
を
中
止
し
て
下
山

し
ま
し
ょ
う
。

・
　
万
一
、
遭
難
し
て
し
ま
っ
た
場
合

は
、
で
き
る
だ
け
早
く
一
一
〇
番
通

報
を
し
て
救
助
を
求
め
て
く
だ
さ

い
。携
帯
電
話
が
つ
な
が
る
場
所
を

見
つ
け
た
ら
、
そ
の
場
か
ら
動
か
ず

に
救
助
を
待
ち
ま
し
ょ
う
。
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　6月6日（月）、宇都宮市のさくらんぼ幼稚園の園児と引率の先生の合計
35名が当協会を訪れ、職員に対し、花束をプレゼントしました。
　これは、幼稚園が例年「花の日」にあわせ、お世話になっている人に花束
を贈り、感謝の気持ちを表わそうという趣旨から実施しているものです。
　園児からきれいに咲き揃った
花束を受け取り、幼児誘拐防止係
の樋口指導員が心を込めて作成
したピカチュウのリーフ等をお
礼としてプレゼントしました。

幼稚園児から花束のプレゼント幼稚園児から花束のプレゼント連載マンガ 
ふしぎの「フーちゃん」

作　神山 幹

　

栃
木
県
防
犯
連
絡
協
議
会
連
合
会

は
、
去
る
六
月
九
日（
木
）、
栃
木
県
警
察

本
部
に
お
い
て
、
令
和
四
年
度
定
例
理

事
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

理
事
会
で
は
、
警
察
本
部
髙
木
生
活

安
全
部
長
等
の
あ
い
さ
つ
の
後
、
役
員

改
選
が
審
議
さ
れ
、
峰
岸
和
正
副
会
長

が
会
長
に
、
さ
ら
に
後
任
に
は
、
越
沼
稔

氏
が
副
会
長
に
そ
れ
ぞ
れ
選
出
さ
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、Ｄ
Ｖ
Ｄ
鑑
賞
、
警
察
本
部
生

活
安
全
企
画
課
か

ら
「
県
内
の
治
安

情
勢
と
地
域
安
全

活
動
の
推
進
状
況

に
つ
い
て
」
の
説

明
が
あ
り
ま
し

た
。ま
た
、「
今
後

の
防
犯
連
絡
所
の

運
営
に
関
す
る
課

題
に
つ
い
て
」
討

議
が
行
わ
れ
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
理
事
会
で
決
定
さ
れ
た
今
年

度
の
役
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
役
員
】

会　

長　

峰
岸　

和
正（
宇
都
宮
中
央
）

副
会
長　

川
口　

廣
俊（
栃
木
）

　
　
　
　

鈴
木　

義
惠（
真
岡
）

　
　
　
　

越
沼　
　

稔（
大
田
原
）

令
和
四
年
度

栃
木
県
防
犯
連
絡
協
議
会

連
合
会
定
例
理
事
会
の
開
催

　

令
和
四
年
六
月
一
日
の
鮎
釣
り
の
解
禁

日
に
あ
わ
せ
て
、
大
田
原
警
察
署
と
黒

羽
・
湯
津
上
地
区
の
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

な
ど
が
、
那
珂
川
・
箒
川
河
川
敷
の
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
、
釣
り
人
に
チ
ラ
シ
を

配
布
し
な
が
ら
車
上
ね
ら
い
や
水
難
事
故

防
止
等
へ
の
注
意
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

下
野
地
区
防
犯
協
会
連
合
会
で

は
、
令
和
三
年
一
二
月
一
五
日
、

下
野
市
内
に
お
い
て
、
下
野
警
察

署
、
下
野
市
消
防
団
、
警
親
会
と

合
同
で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
防
止
に
努
め
な
が
ら
、

パ
ト
ロ
ー
ル
を
中
心
と
し
た
防
犯

防
火
診
断
を
実
施
し
ま
し
た
。

下
野
地
区

防
犯
協
会
連
合
会

下
野
地
区

防
犯
協
会
連
合
会

大
田
原
市
防
犯
協
会

大
田
原
市
防
犯
協
会


